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二
〇
一
八
年
十
一
月
十
三
日
（
火
）、
松
井
嘉
德
さ
ん
が
逝
去
さ
れ
た
。

十
月
の
終
わ
り
頃
、
松
井
さ
ん
の
同
級
生
、
水
谷
雅
彥
さ
ん
（
京
大
倫
理
學
敎

授
）か
ら「
松
井
が
も
う
あ
か
ん
で
」。
具
合
が
惡
い
こ
と
は
内
緖
に
さ
れ
て
い
た
。

家
族
だ
け
で
過
ご
し
た
い
、
し
ば
ら
く
見
舞
い
は
ご
遠
慮
い
た
だ
き
た
い
、
と
の

こ
と
。
わ
た
く
し
ど
も
は
若
い
頃
か
ら
不
攝
生
の
し
放
題
。
六
十
に
も
な
る
と
そ

の
ツ
ケ
が
回
っ
て
く
る
。
わ
た
く
し
な
ど
も
十
年
ほ
ど
續
い
た
お
袋
の
介
護
が
や

れ
や
れ
濟
ん
で
み
る
と
、
こ
ち
ら
の
身
體
が
も
う
ぼ
ろ
ぼ
ろ
。
も
う
次
は
自
分
の

番
。
二
〇
一
五
年
十
一
月
の
東
洋
史
研
究
會
大
會
の
と
き
、
松
井
さ
ん
に
「
お
袋

が
死
ん
じ
ゃ
っ
た
よ
う
」
と
嘆
く
と
、
御
母
堂
を
引
き
取
っ
て
木
津
に
轉
居
さ
れ

た
旨
う
か
が
っ
た
。
お
疲
れ
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
先
輩
だ
か
ら
少
し
先
に
な
る

の
も
仕
方
な
い
。
そ
れ
か
ら
音
沙
汰
無
し
。
十
一
月
二
日
、
史
學
研
究
會
に
來
ら

れ
た
谷
口
淳
一
さ
ん
（
京
女
文
敎
授
）
に
伺
う
と
、
メ
ー
ル
の
や
り
と
り
を
し
て

い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。「
ま
だ
大
丈
夫
な
の
か
」
と
、
や
や
安
心
。
と
こ
ろ
が
、

十
一
日
（
日
）
の
晝
過
ぎ
に
な
っ
て
、杉
村
伸
二
さ
ん
（
福
岡
敎
育
大
學
准
敎
授
）

│
島
根
大
學
時
代
の
松
井
さ
ん
の
學
生
。
博
士
課
程
は
關
大
で
藤
田
高
夫
さ
ん

（
關
大
文
學
部
敎
授
）
の
學
生
。
兄
弟
分
の
子
分
な
の
で
、
わ
た
く
し
に
と
っ
て

は
甥
っ
子

│
か
ら
、「
ず
い
ぶ
ん
惡
い
、
見
舞
い
に
い
っ
て
力
づ
け
て
ほ
し
い
」

と
い
う
メ
ー
ル
。
奧
さ
ん
の
携
帶
番
號
が
附
記
さ
れ
て
い
た
の
で
、す
ぐ
に
電
話
。

奧
さ
ん
と
話
す
の
は
ほ
と
ん
ど
三
十
年
ぶ
り
。
わ
た
く
し
の
住
む
大
阪
市
城
東
區

關
目
か
ら
Ｊ
Ｒ
奈
良
線
木
津
驛
前
の
入
院
先
は
電
車
で
一
時
閒
半
ば
か
り
。
病
室

の
松
井
さ
ん
を
見
た
と
た
ん
、「
わ
っ
」
と
聲
を
上
げ
そ
う
に
な
っ
た
。「
も
う
あ

か
ん
」
狀
態
。
手
を
握
っ
た
り
、
頭
を
撫
で
た
り
、
耳
を
ひ
っ
ぱ
た
り
し
た
が
、

目
を
閉
ざ
し
た
ま
ま
で
、
苦
し
げ
な
呼
吸
を
續
け
る
ば
か
り
。
い
た
た
ま
れ
ず
一

時
閒
ほ
ど
で
辭
去
し
た
が
、
歸
り
際
に
、「
ま
た
來
る
で
え
」
と
聲
を
か
け
る
と

頷
く
よ
う
な
動
き
が
あ
っ
た
。
聞
こ
え
て
は
い
た
の
だ
ろ
う
。

松
井
さ
ん
と
初
め
て
出
會
っ
た
の
は
一
九
八
〇
年
、
わ
た
く
し
が
京
大
文
學
部

三
回
生
で
、東
洋
史
學
專
攻
に
入
っ
た
こ
ろ
。
薄
暗
い
史
學
科
閲
覽
室
の
書
庫
で
、

長
髮
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
ジ
ー
ン
ズ
の
怪
し
げ
な
の
が
、
線
裝
本
を
繰
っ
て
い
た
。
見
る

と
も
な
く
帙
の
表
書
き
を
見
る
と
、
何
と
『
逸
周
書
集
訓
校
釋
』。
す
で
に
先
秦

史
を
志
し
て
い
た
わ
た
く
し
は
、「
德
は
孤
な
ら
ず
」
と
妙
に
嬉
し
く
な
っ
て
、「
ほ

お
、『
逸
周
書
』
で
す
か
」
と
聲
を
か
け
た
も
の
だ
。
松
井
さ
ん
は
學
部
で
は
三
級
、

大
學
院
で
は
一
級
上
だ
っ
た
。
わ
た
く
し
が
大
學
院
に
入
っ
た
一
九
八
二
年
か
ら

數
年
閒
は
ほ
ん
と
う
に
御
神
酒
德
利
で
、
松
井
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
沈
沒
す
る
こ
と

松
井
さ
ん
の
こ
と

吉　
　

本　
　

道　
　

雅



松
井
さ
ん
の
こ
と

二

が
再
々
だ
っ
た
の
で
、
し
ま
い
に
は
「
吉
本
用
」
の
齒
ブ
ラ
シ
が
常
置
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

殷
・
西
周
史
研
究
は
今
日
の
日
本
で
は
必
ず
し
も
盛
ん
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で

も
一
九
八
〇
年
代
に
は
一
定
の
活
氣
が
あ
っ
た
。
戰
後
半
世
紀
あ
ま
り
、
今
世
紀

初
頭
ま
で
の
殷
・
西
周
史
研
究
は
、
お
お
む
ね
三
世
代
に
區
分
さ
れ
る
。
第
一
世

代
は
、
貝
塚
茂
樹
ら
の
世
代
で
あ
る
。
貝
塚
が
『
孔
子
』
に
お
い
て
都
市
國
家
論

を
提
唱
し
た
一
九
五
一
年
に
は
、『
甲
骨
學
』
が
創
刊
さ
れ
、
一
九
六
二
年
に
は
、

白
川
靜
『
金
文
通
釋
』
が
連
載
を
開
始
し
て
い
る
。
第
二
世
代
を
代
表
す
る
の
は
、

伊
藤
道
治
・
松
丸
道
雄
ら
で
あ
る
。
七
〇
年
代
前
半
に
、
松
丸
「
殷
周
國
家
の
構

造
」（
一
九
七
〇
）
や
伊
藤
『
中
國
古
代
王
朝
の
形
成
』（
一
九
七
五
）
な
ど
が
公

刊
さ
れ
、考
古
學
の
分
野
で
も
、林
巳
奈
夫『
中
國
殷
周
時
代
の
武
器
』（
一
九
七
二
）

が
公
刊
さ
れ
た
。

殷
・
西
周
史
研
究
に
と
っ
て
劃
期
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
一
九
七
二
年
に
中
國

と
の
國
交
が
回
復
し
、ま
た
一
九
六
六
年
以
來
停
刊
さ
れ
て
い
た
『
文
物
』『
考
古
』

『
考
古
學
報
』
な
ど
が
復
刊
さ
れ
て
、
中
國
に
お
け
る
新
出
資
料
が
續
々
紹
介
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
一
九
七
六
年
に
は
貝
塚
『
著
作

集
』
が
刊
行
さ
れ
、
一
九
八
〇
年
に
は
白
川
『
金
文
通
釋
』
が
第
六
册
を
以
て
完

結
し
、
第
一
世
代
の
業
績
が
利
用
し
や
す
く
な
っ
た
。
一
九
八
〇
年
代
に
は
、
質

量
と
も
に
飛
躍
的
に
向
上
し
た
資
料
條
件
を
踏
ま
え
、
松
丸
『
西
周
靑
銅
器
と
そ

の
國
家
』（
一
九
八
〇
）・
伊
藤
『
中
國
古
代
國
家
の
支
配
構
造
』（
一
九
八
七
）、

あ
る
い
は
林
『
殷
周
時
代
靑
銅
器
の
研
究
』（
一
九
八
四
）
な
ど
、
第
二
世
代
の

大
著
が
次
々
に
公
刊
さ
れ
た
。

松
井
さ
ん
な
ど
第
三
世
代
が
研
究
を
開
始
し
た
の
は
、
こ
れ
ら
第
二
世
代
の
大

著
が
公
刊
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
一
九
八
〇
年
前
後
。
松
井
さ
ん
は
伊
藤
の
講
義
を
聽

講
す
べ
く
、神
戸
大
學
に
通
っ
て
い
た
。神
戸
で
は
木
村
秀
海
さ
ん
が
ご
一
緖
だ
っ

た
。木

村
さ
ん
と
い
え
ば
、
樂
し
か
っ
た
こ
と
を
悲
し
く
思
い
出
す
。
一
九
八
八
年

の
暮
れ
だ
っ
た
か
、
八
尾
の
近
鐵
百
貨
店
で
樓
蘭
文
書
の
展
覽
會
が
あ
り
、
松
井

さ
ん
と
出
か
け
た
。
賣
店
で
は
わ
た
く
し
た
ち
が
執
筆
し
た
『
中
國
書
道
全
集
第

一
卷　

殷
・
周
・
秦
・
漢
』（
平
凡
社
、
一
九
八
八
年
十
月
）
が
平
積
み
に
な
っ

て
お
り
、「
サ
イ
ン
で
も
し
よ
か
」
と
か
、
は
し
ゃ
い
だ
も
の
だ
。
そ
の
足
で
木

村
さ
ん
の
八
尾
の
御
自
宅
に
押
し
か
け
て
、
白
菜
の
鍋
か
何
か
で
三
人
で
二
升
空

け
、
奧
さ
ん
に
呆
れ
ら
れ
た
。

一
九
八
三
年
は
樋
口
隆
康
（
京
大
考
古
）
の
定
年
退
官
の
年
で
あ
っ
た
。
樋
口

は
一
九
六
三
年
に
「
西
周
銅
器
の
研
究
」
を
公
刊
し
た
第
二
世
代
の
大
先
達
。
大

學
院
演
習
で
「
金
文
研
究
」
を
開
講
し
て
い
た
。
松
井
さ
ん
が
聽
講
生
、
わ
た
く

し
が
三
回
生
の
こ
ろ
か
ら
、
い
ば
っ
て
參
加
し
て
い
た
よ
う
に
記
憶
す
る
。
樋
口

は
退
官
後
、
泉
屋
博
古
館
の
館
長
に
就
任
し
、「
金
文
研
究
會
」
を
開
催
し
た
。

な
に
し
ろ
雜
誌
が
屆
く
ご
と
に
新
し
い
金
文
が
紹
介
さ
れ
る
。應
接
に
暇
の
無
い
、

疾
風
怒
濤
の
時
代
で
あ
っ
た
。「
金
文
研
究
會
」
は
、
毎
週
水
曜
日
の
午
後
い
っ

ぱ
い
、
新
出
金
文
を
素
材
に
擔
當
者
が
研
究
發
表
を
行
う
。
二
箇
月
に
一
回
く
ら

い
は
順
番
が
回
っ
て
く
る
の
で
忙
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

當
時
の
メ
ン
バ
ー
は
、
松
井
さ
ん
・
わ
た
く
し
の
ほ
か
、
出
入
り
は
あ
っ
た
が
、

籾
山
明
・
淺
原
達
郞
・
閒
瀨
收
芳
・
佐
原
康
夫
・
岡
村
秀
典
・
宮
本
一
夫
・

Lothar von Falkenhausen

・
角
谷
常
子
・
藤
田
高
夫
。
木
村
さ
ん
も
ひ
と
こ
ろ

參
加
さ
れ
て
い
た
。
樋
口
は
『
泉
屋
博
古
館
紀
要
』
を
創
刊
し
、
ま
ず
は
研
究
會
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の
メ
ン
バ
ー
が
泉
屋
藏
品
の
解
題
を
執
筆
し
た
。
松
井
さ
ん
の
最
初
の
學
術
的
著

作
で
あ
る
「
井
人
人
俺
鐘
」
が
創
刊
號
に
掲
載
さ
れ
た
の
が
、
一
九
八
四
年
の
三

月
で
あ
る
。

松
井
さ
ん
は
博
士
後
期
課
程
に
進
級
し
た
一
九
八
三
年
四
月
か
ら
人
文
研
の
研

究
班
に
も
參
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
林
巳
奈
夫
が
主
催
す
る
「
中
國
文
明
の
諸

源
流
」、
つ
い
で
一
九
八
六
年
か
ら
は
「
古
史
新
證
」
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
隔
週

金
曜
日
の
午
後
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。
研
究
成
果
報
告
書
と
し
て
、
朋
友
書
店
を
版

元
に
『
古
史
春
秋
』
が
創
刊
さ
れ
、松
井
さ
ん
も
最
終
號
で
あ
る
六
號
（
一
九
九
〇

年
二
月
）
に
「
周
王
子
弟
の
封
建
」
を
寄
稿
し
て
い
る
。
一
九
八
八
年
か
ら
は
永

田
英
正
「
漢
代
出
土
文
字
資
料
の
研
究
」、
一
九
八
九
年
か
ら
は
小
南
一
郞
「
中

國
古
代
禮
制
研
究
」
が
始
ま
り
、
こ
れ
に
も
參
加
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
『
支
配
の
社
會
學
』
の
讀
書
會
も
や
っ

た
。
籾
山
さ
ん
が
テ
ュ
ー
タ
ー
よ
ろ
し
く
色
々
敎
え
て
下
さ
っ
た
。
松
井
さ
ん
は

理
念
型
を
驅
使
し
た
社
會
學
の
議
論
の
進
め
方
が
好
き
で
、
ま
た
自
身
で
も
お
得

意
で
あ
っ
た
。
作
品
に
散
見
す
る
「
オ
イ
コ
スοἶκος

」
は
ウ
ェ
ー
バ
ー
仕
込
み

で
あ
る
。
二
人
で
「『
兩
周
金
文
辭
大
系
』
友
の
會
」
を
や
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、

西
周
前
期
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
記
憶
す
る
。

松
井
さ
ん
は
、
一
九
八
三
年
一
月
に
修
士
論
文
を
提
出
し
た
。
當
時
は
原
稿
用

紙
に
手
書
き
で
あ
る
。
前
年
の
暮
れ
に
「
原
稿
用
紙
を
買
っ
て
き
て
く
れ
」
と
の

電
話
。
京
阪
墨
染
驛
ま
で
屆
け
る
と
、
ど
て
ら
を
羽
織
っ
た
髭
ま
み
れ
の
薄
汚
い

の
が
、
く
た
び
れ
果
て
た
樣
子
だ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
例
の
人
懷
っ
こ
い
笑
顏
で

待
っ
て
い
た
。
こ
の
修
論
が
一
九
八
四
年
六
月
に
「
西
周
土
地
移
讓
金
文
の
一
考

察
」
と
し
て
『
東
洋
史
研
究
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
松
井
さ
ん
の
第
一
論
文
で
あ
る
。

つ
い
で
一
九
八
六
年
七
月
に
は
第
二
論
文
「
西
周
期
鄭
（
奠
）
の
考
察
」
が
『
史

林
』
に
掲
載
さ
れ
た
。

わ
た
く
し
ど
も
は
も
の
を
書
く
の
が
な
り
わ
い
だ
が
、
の
ち
の
仕
事
の
種
子
を

豐
か
に
孕
ん
だ
よ
う
な
作
品
は
そ
う
そ
う
書
け
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
一

生
に
一
度
か
二
度
は
ク
リ
オ
の
女
神
が
ほ
ほ
え
ん
で
く
れ
る
。「
西
周
期
鄭
（
奠
）

の
考
察
」
こ
そ
は
、
そ
う
し
た
作
品
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
論
文
に
孕
ま
れ
た

種
子
は
、
そ
れ
か
ら
十
數
年
の
う
ち
に
、「
周
王
子
弟
の
封
建
│
鄭
の
始
封
・
東

遷
を
め
ぐ
っ
て
」（
一
九
八
九
）・「
周
王
朝
の
王
畿
に
つ
い
て
」（
一
九
九
〇
）・「
鄭

の
七
穆
│
春
秋
世
族
論
の
一
環
と
し
て
」（
一
九
九
二
）・「「
縣
」
制
溯
及
に
關
す

る
議
論
及
び
そ
の
關
連
問
題
」（
一
九
九
三
）・「
宰
の
研
究
」（
一
九
九
五
）・「
西

周
官
制
研
究
序
說
」（
一
九
九
六
）・「
周
の
國
制
│
封
建
制
と
官
制
を
中
心
と
し
て
」

（
一
九
九
七
。
二
〇
〇
一
公
刊
）・「
仲
山
父
の
時
代
」（
一
九
九
九
）・「
周
の
領
域

と
そ
の
支
配
」（
一
九
九
九
）
に
實
を
結
ぶ
こ
と
に
な
る
。

松
井
さ
ん
は
、
二
〇
〇
〇
年
十
一
月
、
こ
れ
ら
を
と
り
ま
と
め
た
『
周
代
國
制

の
研
究
』
を
以
て
京
都
大
學
博
士
（
文
學
）
の
學
位
を
取
得
し
、
二
〇
〇
二
年
二

月
に
公
刊
し
た
。「
周
王
を
め
ぐ
る
問
題
を
議
論
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
都
市
國

家
論
・
邑
制
國
家
論
あ
る
い
は
官
制
研
究
の
成
果
を
取
り
込
み
つ
つ
、
そ
れ
ら
を

接
合
す
る
た
め
の
新
た
な
地
平
を
見
い
だ
す
」
と
い
う
問
題
設
定
の
も
と
に
、
西

周
王
朝
の
國
制
を
「
職
事
命
令
（「
行
政
」）
の
秩
序
」
と
「
氏
族
制
の
秩
序
」
の

二
つ
の
秩
序
に
支
え
ら
れ
た
も
の
と
結
論
す
る
。

ほ
ど
な
く
、
谷
口
さ
ん
か
ら
書
評
を
依
賴
さ
れ
た
。
二
〇
〇
三
年
二
月
に
『
史

窗
』
に
掲
載
さ
れ
た
が
、
わ
た
く
し
の
本
書
に
感
じ
た
「
物
足
り
な
い
點
」
は
次

の
二
つ
で
あ
っ
た
。



松
井
さ
ん
の
こ
と

四

（
一
）
本
書
に
提
示
さ
れ
た
「
周
代
國
制
」
に
は
極
め
て
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
な
印
象

を
受
け
る
。
二
五
〇
年
續
い
た
西
周
期
に
變
化
が
な
か
っ
た
は
ず
は
な
い
。
確
か

に
著
者
も
西
周
中
期
の
劃
期
性
を
隨
所
で
指
摘
す
る
が
、
第
Ⅰ
部
の
「
王
身
│
王

位
│
王
家
│
周
邦
│
四
方
」な
る
秩
序
に
關
わ
る
記
述
で
は
、「
西
周
の
全
時
代（
時

期
）」
が
繰
り
返
さ
れ
る
。「
王
身
│
王
位
│
王
家
│
周
邦
│
四
方
」
を
構
成
す
る

個
々
の
語
彙
に
相
當
す
る
觀
念
は
西
周
前
期
に
遡
る
と
し
て
も
、
語
彙
そ
の
も
の

が
出
揃
う
の
は
中
期
、
複
數
を
組
み
合
わ
せ
て
用
い
る
こ
と
は
後
期
に
降
る
。
西

周
中
期
以
降
「
周
的
な
支
配
機
構
が
整
備
」
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
を
要
す
る
だ
け

の
政
治
社
會
的
矛
盾
が
顯
著
に
な
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
。「
整
備
」
の
一
環
と

し
て
「
文
王
受
命
・
武
王
克
殷
に
つ
ら
な
る
正
統
性
を
體
現
し
た
現
し
身
の
周
王
」

に
收
斂
さ
れ
る
秩
序
の
觀
念
が
、
後
期
に
至
っ
て
よ
う
や
く
そ
の
表
現
を
得
る
こ

と
で
完
成
し
た
の
で
は
な
い
か
。こ
の
秩
序
の
觀
念
を
典
型
的
に
表
現
す
る
の
が
、

追
放
の
憂
き
目
に
遭
っ
た
厲
王
の
作
器
で
あ
る
こ
と
は
偶
然
で
は
な
い
。
現
實
の

秩
序
が
解
體
し
つ
つ
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
秩
序
の
觀
念
を
獅
子
吼
せ
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

（
二
）
西
周
後
期
を
問
題
に
す
る
場
合
、『
竹
書
紀
年
』
や
『
國
語
』『
史
記
』
な

ど
少
な
か
ら
ぬ
文
獻
が
存
在
し
、
政
治
史
の
編
年
的
復
元
が
一
定
程
度
可
能
で
あ

る
。
さ
ら
に
秩
序
の
觀
念
に
つ
い
て
は
、
金
文
と
は
視
點
を
異
に
し
、
か
つ
豐
富

な
内
容
を
擁
す
る
『
詩
』
が
あ
る
。
文
獻
の
後
代
性
を
警
戒
し
、
安
易
な
使
用
を

避
け
る
こ
と
は
一
つ
の
見
識
に
は
相
違
な
い
が
、
消
極
的
な
見
識
と
い
う
べ
き
で

あ
る
。
一
方
で
、
金
文
が
そ
の
資
料
的
性
格
か
ら
し
て
、
や
は
り
時
代
の
全
て
を

語
り
得
な
い
こ
と
も
容
易
に
推
測
さ
れ
る
。
金
文
の
秩
序
觀
念
を
『
詩
』
の
そ
れ

と
對
照
し
、
あ
る
い
は
政
治
史
的
推
移
に
位
置
附
け
る
な
ど
、
金
文
と
は
性
格
の

異
な
っ
た
多
樣
な
文
獻
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
少
な
く
と
も
後
期
に
つ

い
て
は
、
金
文
と
い
う
一
つ
の
「
場
」
を
相
對
化
し
、
金
文
だ
け
で
は
描
き
き
れ

な
い
、よ
り
立
體
的
か
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
「
國
制
史
」
が
描
け
た
の
で
は
な
か
っ

た
か
。

わ
た
く
し
も
四
十
半
ば
で
血
氣
盛
ん
。
ず
い
ぶ
ん
重
た
い
注
文
を
出
し
た
も
の

で
あ
る
。

『
周
代
國
制
の
研
究
』公
刊
の
の
ち
、最
初
の
作
品
が「
經
巡
る
王
」（
二
〇
〇
三
）。

『
古
代
王
權
の
誕
生
Ⅰ　

東
ア
ジ
ア
編
』（
角
川
書
店
）
に
收
め
ら
れ
、
一
般
向
け

な
だ
け
に
、
平
易
な
文
體
で
殷
か
ら
秦
ま
で
を
通
觀
し
た
好
論
。

つ
い
で
「
吳
虎
鼎
銘
考
釋
│
西
周
後
期
、
宣
王
朝
の
實
像
を
求
め
て
」

（
二
〇
〇
四
）
を
經
て
、「
記
憶
さ
れ
る
西
周
史
│

盤
銘
の
解
讀
」（
二
〇
〇
五
）

が
公
刊
さ
れ
る
。
以
後
の
「
は
じ
ま
り
の
記
憶
│
銘
文
と
詩
篇
の
な
か
の
祖
考
た

ち
」（
二
〇
〇
八
）・「
鳴
り
響
く
文
字
│
靑
銅
禮
器
の
銘
文
と
聲
」（
二
〇
〇
九
）・

「
西
周
史
の
時
代
區
分
に
つ
い
て
」（
二
〇
一
一
）・「
周
王
の
稱
號
：
王
、
天
子
、

あ
る
い
は
天
王
」（
二
〇
一
二
）・「
顧
命
の
臣
：
西
周
、
成
康
の
際
」（
二
〇
一
六
）

と
い
っ
た
作
品
は
、「
記
憶
さ
れ
る
西
周
史
」
に
孕
ま
れ
た
種
子
が
實
を
結
ん
だ

も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
ク
リ
オ
の
女
神
が
再
び
ほ
ほ
え
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
論

文
を
契
機
に
松
井
さ
ん
は
學
者
と
し
て
一
皮
剝
け
た
よ
う
だ
。「
記
憶
さ
れ
る
西

周
史
」
も
そ
う
だ
が
、
そ
れ
以
後
の
作
品
の
表
題
、
妙
に
艷
っ
ぽ
い
も
の
ば
か
り

で
あ
る
。
一
連
の
作
品
で
は
、（
一
）
西
周
時
代
の
歴
史
的
變
化
、（
二
）
西
周
史

の
新
し
い
時
代
區
分
、（
三
）
金
文
の
資
料
的
性
格
、
が
追
究
さ
れ
、
ま
た
（
四
）

『
詩
經
』
を
は
じ
め
と
す
る
文
獻
が
驅
使
さ
れ
て
い
る
。『
周
代
國
制
の
研
究
』
に



五

漢
字
學
硏
究　

第
七
號

對
し
、
わ
た
く
し
が
弄
し
た
苦
言
に
も
の
の
見
事
に
應
答
さ
れ
た
も
の
に
ほ
か
な

ら
な
い
。

一
九
八
八
年
に
松
井
さ
ん
が
結
婚
す
る
と
、
さ
す
が
に
御
神
酒
德
利
は
解
消
。

一
九
九
〇
年
に
は
島
根
大
學
に
赴
任
。
餞

は
な
む
け

に
「
君
に
勸
む
更
に
盡
く
せ
一
杯
の

酒
。
西
の
か
た
陽
關
を
出
づ
れ
ば
故
人
無
か
ら
ん
」
と
か
吟
じ
た
も
の
だ
。

一
九
九
一
年
十
月
の
わ
た
く
し
の
結
婚
式
に
は
ご
夫
婦
に
出
席
い
た
だ
き
、
そ
の

年
の
暮
れ
に
鳥
取
縣
東
伯
郡
の
父
方
の
實
家
に
挨
拶
に
い
っ
た
際
に
は
、
足
を
伸

ば
し
て
松
江
の
お
宅
で
御
馳
走
に
な
っ
た
。
わ
た
く
し
は
一
九
九
四
年
か
ら
十
年

閒
、
立
命
館
大
學
に
勤
め
、
二
〇
〇
四
年
に
京
大
に
戻
っ
た
。
松
井
さ
ん
も

二
〇
〇
二
年
に
京
都
女
子
大
學
に
轉
じ
た
が
、
多
忙
に
か
ま
け
て
ほ
と
ん
ど
會
う

こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
こ
の
閒
、
二
〇
〇
七
〜
〇
八
・
二
〇
一
四
年
度
に

は
京
大
に
出
講
い
た
だ
き
、二
〇
〇
七
年
四
月
の
史
學
研
究
會
例
會
で
は「
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
」
の
お
題
で
發
表
を
お
願
い
し
た
（「
は
じ
ま
り
の
記
憶
」
と
し
て
公
刊
）。

『
東
洋
史
研
究
』
で
は
、
か
つ
て
出
色
の
論
說
を
英
譯
掲
載
す
る
企
劃
が
あ
っ
た
。

わ
た
く
し
は
一
も
二
も
な
く
「
記
憶
さ
れ
る
西
周
史
」
を
推
し
、
勢
い
で
英
譯
も

引
き
受
け
た
。
引
き
受
け
た
も
の
の
、
英
語
は
も
と
よ
り
不
得
手
、
ま
し
て
金
文

の
英
譯
な
ど
狂
氣
の
沙
汰
。
ま
ず
はEdw

ard L. Shaughnessy

の
作
品
を
い
く

つ
か
和
譯
し
て
コ
ツ
を
つ
か
ん
だ
上
で
下
譯
を
作
り
、M

ichael E. Jam
entz

さ

ん
に
添
削
い
た
だ
い
た
。
松
井
さ
ん
も
「
附
言
」
を
寄
稿
さ
れ
、
こ
れ
も

Afterw
ord to the English version

と
し
て
あ
わ
せ
て
英
譯
し
た
。「
西
周
史
の

時
代
區
分
に
つ
い
て
」は
そ
の
增
補
版
で
あ
る
。
つ
い
で
し
ば
ら
く
閒
が
空
い
て
、

佐
藤
信
彌
『
西
周
期
に
お
け
る
祭
祀
儀
禮
の
研
究
』
の
書
評
を
お
願
い
し
た
（『
東

洋
史
研
究
』
七
五
│
四
、二
〇
一
七
年
三
月
）。

こ
こ
十
年
は
、
十
一
月
の
東
洋
史
研
究
會
大
會
に
來
ら
れ
た
際
に
少
し
話
す
く

ら
い
が
せ
い
ぜ
い
で
あ
っ
た
。
昔
な
じ
み
は
あ
り
が
た
い
。
何
年
か
ぶ
り
で
も
昨

日
會
っ
た
よ
う
な
ノ
リ
で
話
が
で
き
る
。
二
〇
一
五
年
四
月
の
樋
口
隆
康
の
葬
儀

に
は
、
か
つ
て
の
金
文
研
究
會
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
た
。「
葬
式
同
窓
會
」。
松

井
さ
ん
は
相
變
わ
ら
ず
元
氣
で
、
次
の
同
窓
會
を
主
催
す
る
と
は
思
い
も
よ
ら
な

か
っ
た
。
二
〇
一
七
年
十
一
月
の
大
會
で
、
松
島
隆
眞
・
山
田
崇
仁
・
宮
本
一
夫

と
古
代
史
關
係
の
發
表
者
が
竝
ん
だ
た
め
か
、
松
井
さ
ん
も
出
席
さ
れ
た
が
、
そ

の
と
き
が
話
を
し
た
最
後
で
あ
る
。

わ
た
く
し
に
は
も
う
老
人
性
不
眠
症
の
氣
が
あ
っ
て
、
九
時
か
十
時
に
は
眠
く

な
り
、
三
時
か
四
時
に
は
目
が
覺
め
る
。
二
〇
一
八
年
十
一
月
十
四
日
（
水
）
未

明
、
め
ざ
め
る
と
、
水
谷
さ
ん
か
ら
の
十
三
日
深
夜
の
留
守
電
。「
松
井
が
逝
き

ま
し
た
」。
ず
い
ぶ
ん
苦
し
そ
う
だ
っ
た
の
で
、
よ
う
や
く
解
放
さ
れ
た
か
と
正

直
ほ
っ
と
し
た
。
通
夜
葬
式
で
配
れ
ば
よ
か
ろ
う
く
ら
い
の
氣
持
ち
で
松
井
さ
ん

の
著
作
目
錄
を
こ
し
ら
え
て
い
る
う
ち
に
、遺
作
集
の
刊
行
を
思
い
つ
い
た
。「
定

年
で
暇
に
な
っ
て
か
ら
で
え
え
か
ら
」
と
、
東
洋
史
研
究
叢
刊
へ
の
寄
稿
を
お
願

い
し
て
い
た
。
そ
の
代
わ
り
に
も
な
る
ま
い
が
、
か
わ
い
そ
う
な
松
井
さ
ん
の
た

め
に
何
か
し
た
か
っ
た
。
ま
ず
はW

EB

に
公
開
さ
れ
て
い
る
著
作
を
集
め
、
ス

キ
ャ
ン
し
た
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
を
整
え
る
。
お
試
し
に
「
西
周
土
地
移
讓
金
文
の

一
考
察
」。
文
字
化
け
を
直
す
。
金
文
は
當
然
化
け
て
い
る
の
で
一
字
一
字
入
力

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。し
ん
ど
い
が
供
養
の
寫
經
だ
。し
ば
ら
く
金
文
か
ら
遠
ざ
か
っ

て
い
た
の
で
ケ
ツ
を
割
り
そ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
昔
の
勘
が
も
ど
っ
て
き

た
。
加
え
て
今
で
は
「CJK

統
合
漢
字
」
だ
の
「
今
昔
文
字
鏡
」
だ
の
で
大
概
の



松
井
さ
ん
の
こ
と

六

金
文
は
揃
っ
て
い
る
。あ
の
こ
ろ
は
ま
だ
手
書
き
の
原
稿
、初
校
は
一
面
ゲ
タ（
〓
）

だ
ら
け
。
印
刷
屋
が
よ
く
も
キ
レ
な
か
っ
た
も
の
だ
。「
こ
の
ゲ
タ
を
／
そ
ら
で

埋
め
た
ら
／
大
學
者
」。
打
っ
て
い
て
あ
ら
た
め
て
氣
附
い
た
が
、
處
女
作
と
も

思
え
な
い
丁
寧
か
つ
テ
ン
ポ
の
よ
い
文
章
。「
丁
寧
」は
手
閒
暇
の
問
題
だ
が
、「
テ

ン
ポ
の
よ
さ
」
は
天
性
の
文
才
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
ど
て
ら
姿
の
薄
汚
い
松
井

さ
ん
が
、
あ
の
人
懷
っ
こ
い
笑
顏
で
、
あ
の
ハ
ス
キ
ー
な
聲
で
、
熱
っ
ぽ
く
讀
み

上
げ
て
い
る
よ
う
な
氣
が
し
て
き
た
。
ほ
ろ
ほ
ろ
と
涙
が
こ
ぼ
れ
た
。

松
井
さ
ん
が
力
を
與
え
て
く
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
暇
を
竊
ん
で
の
仕
事
な
の
で

三
箇
月
は
か
か
ろ
う
か
と
思
っ
て
い
た
が
、
一
箇
月
目
の
十
二
月
十
三
日
ま
で
に

は
、『
周
代
國
制
の
研
究
』
以
降
の
全
作
品
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
化
を
完
了
し
て

し
ま
っ
た
。
四
〇
字
×
四
〇
行
で
ほ
ぼ
二
五
〇
頁
、
原
稿
用
紙
一
〇
〇
〇
枚
分
。

そ
れ
ら
し
く
ヘ
ッ
ダ
を
附
け
て
兩
面
で
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
、
カ
バ
ー
は
ご
ひ
い
き

の

盤
銘
拓
本
、
題
字
は
上
品
な
宋
朝
體
。
本
の
姿
が
見
え
て
き
た
。
奧
さ
ん
に

送
る
と
た
い
そ
う
喜
ば
れ
た
。
さ
ら
に
十
日
ほ
ど
で
、『
周
代
國
制
の
研
究
』
に

用
い
ら
れ
て
い
な
い
二
〇
〇
二
年
以
前
の
作
品
、
九
〇
頁
分
の
デ
ー
タ
化
も
完
了

し
た
。
き
ち
ん
と
し
た
校
正
な
ど
、
細
々
と
し
た
作
業
は
山
積
し
て
い
る
が
、
ま

あ
、
一
周
忌
ま
で
に
は
そ
こ
そ
こ
の
本
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
松
井
さ
ん
は
あ
れ
で

妙
に
「
美
」
に
拘
る
ひ
と
だ
っ
た
。
ど
う
せ
氣
に
く
わ
な
い
だ
ろ
う
が
、
武
骨
な

弟
分
の
仕
事
、
堪
忍
下
さ
れ
。

歷
史
を
學
ぶ
も
の
は
「
見
ぬ
世
の
人
を
友
と
す
る
」。
松
井
さ
ん
の
「
現
し
身
」

は
煙
と
化
し
、
魂
は
「
見
ぬ
世
」
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
書
か
れ
た
も
の
が
遺

る
限
り
、
片
想
い
で
も
松
井
さ
ん
は
わ
た
く
し
の
「
友
」
で
あ
り
續
け
る
。
こ
れ

か
ら
も
宜
し
く
。

（
隹
王
卅
年
十
又
一
月
既
望
庚
寅
：
二
〇
一
八
年
十
二
月
二
十
四
日
）

（
京
都
大
學
大
學
院
文
學
研
究
科
敎
授
）


